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2023年 8月 21日 

成果の概要／野田泰斗 

ACS Fall 2023（アメリカ化学会の 2023 年秋季大会）が 2023 年 8 月 13 日（日）から 17 日

（木）にかけてサンフランシスコ市で開催されました。報告者は物理化学分野の”NMR and 

MRI for Materials Characterization”の主催者から依頼を受け、14 日（月）に「Structure and 

dynamics of cysteine ligated to CdSe magic-sized cluster」という演題で招待講演を行いました。

報告者は固体 NMR の手法開発と様々な材料への応用を専門に研究しており、これまで手掛

けた材料の中から今回はカドミウムセレン魔法数クラスターに配位しているシステインの構造と

運動性について固体 NMRを主軸に解析した結果を講演しました。 

講演内容を簡単に紹介します。選択的に特定の構成原子数で安定な物質（魔法数クラスタ

ー）の安定性や物性・機能性は配位子を含めた表面状態に大きく左右されます。応募者のグ

ループはシステインを用いてカドミウムセレンの魔法数クラスターを合成し、配位しているシス

テインの構造解析を主に固体 NMR により行いました。システインはカドミウムセレンと相互作

用する可能性がある官能基を 3 つ有していますが、チオール基はすべて脱プロトンしてカドミ

ウムと結合し、アミン基は約 43%が結合長約 2.4Åでカドミウムと結合し残りは何とも結合してお

らず、カルボキシル基はすべてカウンターイオンのナトリウムイオンと相互作用していることを解

明しました。さらにアミンが結合していない 57%のシステインは 0.2 eV の活性化エネルギーで

擬等方的な回転運動しており、アミンが結合しているシステインは運動性を持たないことを明ら

かにしました。これらの結果はカドミウムセレン魔法数クラスターが安定な理由や発光効率が

低い理由の理解に繋がり新規なクラスターの開発に貢献するものです。 

講演は朝一でしたが多くの聴衆に恵まれ時間いっぱいまで質問もいただけました。講演後

は主催者の一人であり招待してくださった Aaron J. Rossini 教授を始め、直接面識がなかった

著名な研究者と対面で研究についてはもちろん、それ以外についても話すことができました。

このような機会はオンラインの会議ではなかなか難しく、対面での会議に参加し発表することに

より互いに信頼関係を築けたことは、国際的な研究者ネットワークに加わり今後の共同研究に

繋がるため意義がありました。また今回のセッションは普段報告者が対象としていない材料の

研究者も参加していたため幅広い分野の研究者に対しアピールできたのではないかと思いま

す。 

最後になりますが、京都大学教育研究振興財団の国際研究集会発表助成により招待講演

と有意義な現地参加ができたことに御礼申し上げます。ありがとうございました。 


